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	 日本のセンターパスにより開始される。開始早々、右より＃１１的場朱を中心にドリブ

ルで攻め込むが、韓国の堅い守りによりサークルに入ることができない。６分、＃１６田

中が中央からドリブルで持ち込み、＃１８田村が押し込み先制する。追加点の欲しい日本

は、６分、＃１６田中から＃１８田村へパスを繋ぎ、センタリングするも＃２３佐守が合

わせられない。７分、韓国がＰＣを取得するがシュートを打つことができない。１０分、

左から＃１８田村がドリブルで切り込みシュートを放つがＧＫの好セーブにより追加点を

得ることができない。１２分、＃３片倉がドリブルで持ち込みＰＣを取得する。＃１０小

林がヒットシュートを打つが韓国の堅い守備により得点することができない。１４分、＃

１６田中のドリブルからセンタリングを通すもゴール前で触ることができず１‐０で終え

る。 
	 第２ピリオドに入り、同点に追いつきたい韓国は、ドリブルと早いチェックで攻撃をし

かける。日本も体を張った守備で簡単にサークルに入れさせない。一進一退の攻防が続く

中、＃１４遠藤のドリブルからＰＣを取得するが得点に結びつかない。一方韓国は、強烈

なヒットで前線にパスを繋ぎＰＣを取得する。ＤＦの早いプレッシャーによりゴールの枠

を捉えることができず１‐０で終了する。 
	 第３ピリオドに入り、攻撃の手をゆるめない韓国は、３２分左側からドリブルで崩され

最後はゴール右側にいた＃１５PARK が押し込み１‐１の同点にされる。３４分、ショー
トパスをつないだ日本は、＃１６田中が PCを取得。＃８早戸のシュートがポストに当たり、
田村がリバウンドシュートを打つが GK がこぼしたところを＃８早戸がフリックで豪快に
決め、待望の追加点をあげる。攻撃の手を緩めない日本は、３８分ゴール前混戦から＃１

８田村がプッシュシュートを決め３‐１としリードを広げる。韓国は４０分 PCを取得する
が強烈なヒットシュートを＃３片倉が好セーブし、得点を許さない。さらに４１分、韓国

は中央からフリーシュートを放つも GK＃２久富の好セーブにより得点できない。 
	 第４ピリオドに入り、韓国は早いリスタートと強烈なヒットで前線につなぎ４７分 PC取
得。＃１５のプッシュシュートを DFの好守備により追加点を許さない。４９分＃２３佐守
の早いリスタートからリバースシュートを放つも相手 GKの好セーブにより得点できない。 
一進一退の攻防が続く中、韓国は左側の打ち込みから PCを取得する。一番騎の＃８早戸の
スティックに当たり得点できない。日本は、粘り強い守備から５７分、＃９的場斐‐＃２

３佐守‐＃９的場斐‐最後は＃２１中村がプッシュシュートを決め、試合が終了。４‐１

で日本が勝利し、通算成績を１勝１敗とした。 
シュート数	 	 	 ＰＣ数 

日本	 	 	 	 	 	 ８	 	 	 	 	 ３ 
韓国	 	 	 	 	 	 ５	 	 	 	 	 ５ 


